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2008 年  12 月  01 日  

熊野の旅 漁師の心配 痩せないサンマ  

 １２月に入りました。 
 世間では本格的な冬になって、魚の話題も鍋物用のカニとかクエなどに代わってい

るようです。 
 もう、秋のものは季節外れですからね。 

  
 熊野では、世間の秋の味覚の代表、『サンマ』がこれから本番です。 
 群れがようやくここまで南下してくる頃なのです。 
 サンマがなぜわざわざ黒潮に逆らって南下するのか知りませんが、稚魚のうちに流

されちゃって、元に戻っているのでしょうかね。 

 
 一生懸命、激流とも言える黒潮を逆流するうちに、痩せちゃうのだそうですが、こ

の辺では、その『痩せたサンマ』を前提にした、『サンマ寿司』『サンマの丸干し』が

作られます。 
 果ては『サンマのなれ寿司』まであるのです。 
 これらは、油が乗っていたのでは上手く行かない物ばかりです。 

 
 サンマの脂の落ち具合は、道中の餌の加減か何か知りませんが、随分違いがありま

す。 
 丸まる肥えて背中が盛り上がった「おいしそうな」サンマが獲れる時もあります。 
 「おいしそう」に見えても、三陸沖・調子沖のようには油はありません。焼いて食

べると、ちょいとあっさり？な物です。 
 干物にしようと塩をしても塩は利かない、干しても乾かない… 
 寿司にしようと酢に漬けても酢が利かない… 
 なれず市なんてもってのほか… 
 つまり、熊野の郷土料理には向かないのです。 

 
 この辺で待っているのは、生で焼いて食べると恐ろしくパサついた、やせ衰えたサ

ンマなのです。 
 おかしな話ですが、普通に言えば『美味しくないサンマ』を待っているわけです。 
 「おいしくない」ですから、加工用以上に獲れた場合には、養殖魚の餌ですね。 
 でも、主力の売れ口の『丸干し』『寿司』用のものが獲れないと困るのです。 

 
 先日、夕方のニュースでサンマの水揚げが報じられていました。 
 サンマの基地、『遊木・ゆき』『二木島・にぎしま』の光景でしたが、少々大振りの

ようでした。 
 これからが本番ですが、加工業者などはもっと脂が落ちたのを待ちわびているでし

ょうね。 
 月夜の時には漁を休む棒受け網（ぼけ）ですから、、来週辺りには少し休むのでし

ょうかね。 



 年末に掛けての闇夜には正月用のサンマを獲る漁火がこの沖合いにもずらりと並

ぶと思います。 
 その時に回ってくる群れが痩せてスマートな物なのかどうか・・・ 

 
Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ          by je2luz | 2008-12-01 11:54 

 

 

 

 

2008 年  12 月  02 日  

熊野の旅 今年は不作だったらしい みかん  

 今年の温州みかんは不作だったようです。 
 全国的にはそうでもないようですが、この辺は夏場に日照が続いたのもあって少な

かったようです。 
 例年なら、まだまだみかん取りが続いている時期なのに、早々と収穫を終わった農

家が多いようです。 
 日照りになると玉が大きくならないので小粒になります。ほぼ毎年同じ数になるよ

うに摘果してありますから、小粒になった分、収穫量が減ってしまいます。 
 秋になってからは降っていますが玉が小さい時に生育しなかった物は後からの雨

では追いつけないのです。 

  



 普通はこの辺の人がみかんを送るのは１２月に入ったころです。 
 昔は、暮れが押し詰まった頃だったのですが、みかんが早生になってからは一ヶ月

ほど早目になっています。 
 ことしは、この地元の人が贈答用にする時期になくなりかけたのです。 
 契約農家などがある『みかん屋』にはありますが、『美味しいから…』と、個人的

に頼んで送ってもらう形の農家では毎年頼まれる人の分以外は確保できないほどの

状態です。 
 これが、全国規模の話だと、市場価格が上がるので、量が減ってもあまり減収には

なら無いのですが、そうではないのでこの辺のみかん農家の収入が減っただけのよう

です。 

 
 特産品があるところでは、大きなお金が動いて『御殿』と言われるものが立つこと

が多いです。 
 昔の『ニシン御殿』なんてのはすごい豪邸だったようですね。新しい方では『梅御

殿』なんてのが南部・南部川には立っていますね。役所に『梅課』なんてのがありま

したからね。 
 地域によっては『みかん御殿』なんてのが建ったところもあるようです。この辺は

農地面積が小さい小規模農家が多かったからか、そのような『御殿』はありませんね。 

 
 以前、日本橋の百貨店の物産展に出ていた頃、三ケ日の酸っぱいみかんに慣らされ

ている東京の人に、この辺特選のみかんを試食してもらうと… 
 『あなた、なんかしたでしょう…』  
 『何とか言う…ヒ素の入った農薬使ってるんでしょう？』 
 などといわれるほどでした。 

 
 南紀のみかん全部が甘いわけではありません。甘いのが多いということなのです。 
 同じ紀州みかんでも、『有田みかん・日本一』の方が少し酸っぱいのです。 
 でも、品質は『甘すぎるのも駄目』と言う指導で管理していますから安定していま

すね。市場に出すにはやはり品質が安定しないと駄目ですね。 
 先週買ったのは甘かったけど、今日買ったら酸っぱかったでは・・・ 
 甘い方が無茶苦茶甘いですから、そのつもりで食べると普通のでも酸っぱいですか

らね。 
 売り場で見て買える物は私たちは酸っぱいみかんを買うことは無いですが、市場の

セリではそうは行きませんし、普通の消費者ではそこまで見分けるのは無理ですから

ね。 
 困った物なのですが、長い間みかんの産地なのに、ブランド化には失敗しています。 
 でも、きちんと選べば、手がべとべとするほど甘い物もあります。ただし、甘すぎ

る物はすぐに腐りますが… 
 サイズは M か S 
 形はちょっと平らな物 
 皮が薄くきめ細かで柔らかな物 
 できれば試食してから・・・ 



 
 下のは甲高、皮少し厚目・・・少し酸っぱい方です。 

 

Tags:熊野市 熊野の味                 by je2luz | 2008-12-02 12:11 

 

 

 

 

2008 年  12 月  03 日  

熊野の旅 古い家 木は生きている  

 この辺りには見るからに古いといった感じの『古民家』があまりありません。 
 木本の町中でも、『お屋敷』が無いので立派な家はあまりありません。 
 紀州桧を使って建てた家ですから、耐久性はありますから、１００年とかの家はあ

るのですが、イメージ的に『古民家』にはなら無いのです。 

 
 山間部や農村部に行っても、そうした風な家が目に付かないのは、相対的に家が小

さいことと、屋根の形がシンプルな切妻のような物が多いからでしょう。 
 二山ほど越えた奥吉野の里になると、寒い雪国の様相を呈し、急勾配のいかにも田

舎らしい家が増えます。 

 
 暖かいと言っても、昔は今よりうんと寒かったですし、家のたてつけも悪かったで

すから、当然、暖をとる必要もあったのです。 
 海岸線はせいぜい手あぶり火鉢とかコタツでしたが、山間部の一部では『囲炉裏』

を作っていた時代もあったようです。 
 そのため、昔の家には殆んど天井が張ってありませんでした。天井を張ったのでは

囲炉裏など焚けませんからね。おまけに、炊事用の『かまど』にも煙突が無かったの

です。 
 家々に煙突が立ったのは随分新しいことのようです。ブリキや石綿などの煙突は当

然近代のものです。土管の煙突もそんなに古くは無いようです。 
 代わりにあったのは、ヒモや竿で開閉する『天窓』でした。 

 



 煙突の無い囲炉裏に煙突の無いかまど… 
 ものすごく煙たい物だったでしょうね。 
 でも、燃える火はものすごく魅力的な物です。 
 焚き火をしていると、何となく人が集まってきて輪になるという風景が昔は良く見

られました。いまでは、庭で焚き火をすることが事実上禁止状態ですけどね。 
 葉っぱを燃やすと『ダイオキシン』が出来ますからね。 

 
 私が小さい頃には、ご飯をかまどで炊いていました。 
 冬場の夕方、家に帰ると、片方のかまどでは『はがま』でご飯が炊かれていて、も

う片方では『かんす』でお湯が沸いていました。 
 湯沸し機なんてありませんから、その『かんす』の湯を薄めてかじかんだ手を洗い

ました。 
 栄養が悪かったからか、今より寒かったからか、物が持てないほどかじかんだ手を

いきなりお湯につけるとものすごく痛かったものです。 
 実に気味の悪い痛さでしたが、大人になってからは経験ありませんね。 
 そうしながら、かまどの前に座り込み、火の番をしながらかまどの火を眺めたこと

を覚えています。 
 もちろん、私は昭和の子ですから『くんど』（かまど）には煙突があったので漏れ

てくる煙程度でそんなに煙たいものではありませんでした。 

 
 この『煙』のおかげで、田舎の家は長持ちしたのです。 
 『かやぶき』の家などでは、囲炉裏やかまどの煙が出なくなるとすぐに屋根が腐り

家が傷んだそうです。 
 この辺りは『かやぶき』では無く、『檜皮ぶき』や『杉皮ぶき』が多かったのです

が、そうした家も、年中煙でいぶしていたからこそ、腐らずに持ちこたえて居たので

す。 
 １００年とかになる家は柱はもちろん黒光りしていますが、天井裏、小屋組みはす

すけて真っ黒です。 



 昔にいぶした煤のおかげでそうした家の木はかびたり腐ったりはしません。 
 ただ… 
 そうした家は夜中一人になると怖いものです。 
 冬になると、木が乾燥して、ホゾが抜ける音や１００年経っても木が割れる音が、

『ピシッ』…『パシッ』と響いたりします。 
 毎日肝試ししているようなものでした。 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ           by je2luz | 2008-12-03 11:24  

 

 

 

 

2008 年  12 月  04 日  

熊野の旅 人間のやること ５００年前  

 いつの世も、人間のやることはあさましいと言うか… 
 神だ仏だと言いつつ、それを持ち上げる人間と集団のやることは…日本だけではな

く世界中でややこしいことばかりです。 
 『神も仏も無い』様なことが多いですね。 

 
 今から５００年ほど前、永世９年（1512）の記録に… 
 『新宮と本宮に確執、守護畠山尚順より調停を命じられる』…なんてのがあります。 
 何でもめたのか分かりませんが… 
 郷土史なんてのは揉め事の記録の連続みたいな物ですね。 
 やたらとお寺が出来たのも、京都などの公家などの祈願寺は別にして、おそらくは、

坊主同士、檀家同士の派閥争いも裏にはあったでしょうね。 

 
 その少し前、明応７年（1498）に東海道沖で大地震があったそうです。 
 つまり、東海地震の震源域でしょうね。 
 推定マグニチュード 8.6、伊勢湾と熊野灘方面の津波で流死一万人とあります。 
 今の人口と違い少ない人数の時代にこんな大災害が起きたら、集落ごと消えるよう

な惨事だったのでしょうね。 
 この地震は連動して他の震源も動いたのか、湯の峰温泉の湯が止まって４２日間出

なかったとか、本宮社、那智の坊が全部崩れたなんてあります。 

 
 こんなに広域での地震災害は近代に入ってからは起きていません。 
 このクラスとなれば、今立てられている防災計画では、被害をほんの少し軽減させ

る程度にしかならないのでしょうね。 

 
 神々の里でも寺も社も倒れるし… 
 神仏に仕える人たちは今も昔ももめたがるし… 
 こんな時に物を言うのは『日頃の行い』なのかもしれませんね。 



 『熊野詣』が効くのか、『西国遍路』が良いのか、『四国遍路』が良いのか・・・ 
 熊野詣は三箇所で済みますよ。 
 那智なら神仏両隣で拝めますしね。 
 是非、功徳を積みに来て下さい。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ   松本峠        by je2luz | 2008-12-04 12:21 

 

 

 

 

2008 年  12 月  05 日  

熊野の旅 観光客争奪戦 中世編  

 現代では、表面的には仲良くしながら裏側では観光地同士の観光客争奪戦が火花を

散らしています。 
 方向の違う観光地間ではなく、隣接しているような所でも、向こうがそう出るなら

こちらはこうだ…と、消耗戦をやっている地域もあるようです。 
 採算ポイントを無視した特典合戦とか… 

 
 三重県は南北に長く、昔の国も幾つもに分かれます。 
 三重県になって１００年になりますが、地形も南北に 200Kｍを越す所ですし、行

政は一本化できても観光などでは無理な話です。 

 



 以前に三重県が『祭り博』なんて物をやった時でも、時の県知事などは、膨大な県

費を注ぎ込む口実に、『観光振興』をぶち上げました。 
 伊勢で大きな博覧会をやれば、『伊賀上野に立ちよる客もうんと増える…』『足を伸

ばして熊野や尾鷲に出かける人もかなり居るはず…』 
 『そんな馬鹿なことあるわけ無いだろう』と、公式の場で正したこともありますが、

例によって「無責任なやるためにデータを作るコンサルタント会社」の報告書を元に

押しつぶされました。 
 素人地方議員対大手コンサルタント会社では勝ち目は無いのです。 
 せいぜいできるのは、あの手この手で前売り券を買わせる悪徳官庁セールスの被害

を少しでも減らすことだけでした。 
 何処の地方博覧会でもそうなのですが、県民殆んどに前売り券を売ってしまおうと

いうやり方をして来ています。行くはずの無いお年寄りが鴨になるのは、今の悪徳訪

問販売や振り込め詐欺と変わりません。 
 そして、半年間の『祭り博』があって…通り道のはずの伊賀上野はほんの微増、わ

ざわざ足を伸ばす熊野では殆んど変化なし…きちんと数えないのですから、意識的に

増やした程度？ 
 恐れくは減ったはずなのです。 
 博覧会をまともに見たら二日も三日も掛かるし、伊勢には立派な伊勢神宮、二見、

鳥羽や合歓の里、スペイン村、戦国時代村なんてテーマパークもあるし…ヨーロッパ

と違い、長期休暇なんて無い日本ではそちらでさえ回りきれないのですからね。 
 そして…前売り券の回収率の最終集計もうやむやなようです。 

 
 今から５２０年ほど前、延徳３年（１４９１）に… 
 熊野大衆数千人、伊勢国田丸浜塚山の熊野権現社が、伊勢道者の熊野詣のさまたげ

をしているとして同社と民家 2.000 軒を焼く 
 と、あります。 
 数の方はちょっと眉唾ですが、やったことは事実なのでしょうね。 

 
 何処にでもある、便利なように…僻地まで行かなくてもそこに参ればご利益は同じ

…まさに方便として使われた『分社』が『伊勢参り』の客向けに出来ていたのでしょ

うね。 
 段々、参拝客が熊野詣から伊勢詣でに変わり始めていたのでしょうかね。 
 今以上に、旅人の落とす路銀の重みとか波及効果が大きく、死活問題でもあったの

でしょう。ことに、熊野路は農地も少ない、町から遠くて金を稼ぐ手段も少ない場所

ですからね。 
 それにしても、百数十キロを歩いて…自分たちのお宮さんの分社を焼き払いに行く

とはね。 
 なんとも、『精力的』でもあり、『罰当たりな』ことですね。 



 
Tags:熊野古道 熊野市 モノクロ   本宮大社       by je2luz | 2008-12-05 13:07 

 

 

 

 

2008 年  12 月  06 日  

熊野の旅 大化の改新 熊野古道の始まり  

 大化の改新（大化２年・646）なんてはるか遠く、都の勢力争いとか制度の改革程

度に思っていましたが、その影響はこんな田舎にも及んで居たのです。 
 神話の世界では、伊勢の神と熊野の神が話し合いをしたとか言われる、『逢神峠』

なんて場所の由来とかにも関わる国境の変更が行われたようです。 
 この時に、独立した『熊野国』が廃止され、今の熊野市二木島町を境に東側は『志

摩国』に組み込まれ、西側は『紀伊国』に組み込まれたようです。 
 この国境は後にうんと北側に寄せられ、荷阪峠まで動いています。 
 今は紀北町になっていますが、紀伊長島と言う地名が一番東の端になっています。 
 まあ、この国替えなんてのは小さな部分では何度も繰り返されたことで、方言の形

成などには影響したでしょうが、今となってはどれほどの影響があったのか分かりま

せん。 

 
 大化５年（649）に… 
 『熊野参詣人道をつくる』と熊野年代記にあるようです。 
 一年で出来る物ではありませんが、この頃にきちんと確立されたと言うことでしょ



うね。 
 つまり、今の熊野古道の原型が１３５０年程前には確立したと言うことでしょう。 
 何本もあり、複雑な熊野への道のうちでどれのことだか私は知りませんが、どっち

にしても、都の方から熊野詣に来る人がたくさん居たので、参詣用の道をきちんと整

備したと言うことでしょうね。 
 その１０年ほど後の斉明４年（658）には時の斉明天皇が『紀伊牟婁温泉に行幸』

と日本書紀にあるようです。 
 この頃から、暖かい、神々の住む、牟婁の地、熊野の地に都人は憧れたようです。 

 
 『牟婁・むろ』とは『室』に通じ、暖かな場所と言う意味のようです。 
 最近は使う人が少なくなりましたが、少し前まではこの辺で、蒸し暑い部屋を『む

ろのような…』と表現していました。同じように、サツマイモを発芽させたりする温

床を『むろ』と呼んでいました。 
 都から見れば一山裏側になる南紀は黒潮の影響もありものすごく暖かな土地だっ

たのだと思います。 

 
 『熊野』の方は以前にも書きましたように、『ゆうや・ゆや』とも読みます。 
 能の演目には『熊野・ゆや』と言うのがあるようです。 
 『ゆうや・ゆや』は『幽野』とも書けるようです。つまり、『幽玄の土地』と言う

ことですね。 
 地名が出来る時点ですでに『神々の郷』だったのでしょう。 

 
 さらには古くから温泉が発見されていましたから、熊野詣はしんどいですが、その

付録に暖かな場所で温泉にまで浸かれる、来世にも現世にもご利益のあるいい場所だ



ったのでしょうね。日本列島温泉だらけになった今の時代では、温泉があるだけでは

客は来なくなりましたがね。 

 
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ   獅子岩      by je2luz | 2008-12-06 13:07 

 

 

 

 

2008 年  12 月  07 日  

熊野の旅 それぞれの防災の日  

 今の日本の防災の日は９月１日です。 
 これは「関東大震災」のあった日です。 
 首都を襲った大災害の日を国の防災の日にするのは当たり前でしょう。 

 
 今日は『三重県地震防災の日』だそうです。 
 昭和１９年１２月７日、『東南海大地震』が紀伊半島を襲った日です。 
 この震災は『消された震災』なので殆んど記録が残っていません。 
 敗戦の色が濃くなった時期ですから、「国民に動揺を与えないように…」、「アメリ

カに被害を知られないように…」と、報道管制が敷かれ、被災状況を記録した写真な

どもアマチュアの分を含め没収されてしまったのです。 
 とうぜん、各村町には死者の数程度しか記録が無いのです。 
 自分の身の回りと、噂しか知らされていない住民の記憶からは、この地震はすぐに

忘れられてゆきました。 
 二十数年前に南海・東南海地震の危険性と前回の地震の被害がものすごかったらし

いことを話題にして、小馬鹿にされたくらいです。 
 その当時ですと、震災被害にあって、救助や復旧にも当たった世代の人も若い人は

６０代だったのです。それでも、語り部的に体験を話せる人はごく限られていました。 
 大泊、新鹿、遊木などでも、話を向けると、一生懸命思い出して、津波の遡った場

所を思い出すくらいでした。 
 まして、その地震が又起きるなんて考えても居ないようでしたね。 

 
 国のほうで言い出してから、少しは頭に入れている人も居るようですが、大して対

策は打てて居ませんね。 
 V 字型の湾の奥では、震源地が開口部方向にあれば津波は外海の高さの数倍になっ

て陸地を襲うので、とてもじゃないが堤防では止められません。 
 逃げるしか無いのです。 
 幸い、そうした地形の所は平地が少なくすぐに裏が山になっています。 
 走れば十分と掛からずにある程度の高さの場所には登れるはずなのです。 
 ただ、震源地が近いと時間もないですね。 
 早ければ５分ほど、まあ１０分程度で襲ってくると思ってよいようです。間に合う

かどうかは、とっさの判断に掛かってくるでしょうね。 

 



 各地では、そうした裏山に上るルートの確保と誘導看板や太陽光発電による誘導標

識などが整備されて来ています。 
 高さを確保しにくい所では展望台のようなやぐらが作られたりしています。５０

年・１００年・２００年に一度の災害に備えているのです。熊野市は決して進んでい

るとはいえません。 

 
 役所では今日の日を『三重県地震防災の日』に指定してあります。 
 おそらく各地で行事が行われているのでしょうね。 
 ただ…住民は中々参加しないし、他人事みたいな様子です。 

 
 全国各地には、こうした地震や水害などによる大災害の記録があり、それぞれにあ

わせた『防災の日』もあるのではないかと思います。 
 話題にならなくても、広報誌などには載っているときもあるはずです。 
 一度、調べてみて、自分の家や職場、通勤ルートのついて自分で点検して置かれた

ほうが、生き延びる確立が増えると思いますよ。 
 役所には『ハザードマップ』なんて被害予想地図ができているところもあります。 
 鵜呑みには出来ない大まかな物でも、参考にはなると思います。 
 あとは、ご自分が生き延びたいかどうかですね。 
 もう一つは、神や仏のご加護でしょうか？ 
 熊野詣をして置けば、例え命を落としても来世が約束されるそうですよ。 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ   木本港       by je2luz | 2008-12-07 12:43  

 

 

2008 年  12 月  08 日  

熊野の旅 月例 熊野市報 １２月号より  

 加速度と言うのがあります。 
 G と表示されます。 
 これが加わると速度がどんどん速くなります。 



 空中で放された物体には地球の引力と言う力が掛かり落ち始め、どんどん早くなり

ます。 
 田舎の人口の減少にも色んな力が働いてある時点から速度が上がるそうです。 
 日本の田舎では、人間の寿命が延びてきた分、本来は居ないはずのお年寄りが増え

ることで、人口減が抑えられてきました。 
 老人の数が戦後しばらくのように 20％ほどだった時から、子供の数が減り始めて

もあまり人口は減らなかったのです。 
 そして、今では 30％をはるかに越えています。 
 そして、長生きの伸びも止まってきました。 
 年寄りが増えることによって水増ししてきたような人の数もメッキがはげるよう

に減る速度が上がってきました。 
 ある程度まで進むと、市内のあちこちで生じだした限界集落からの転出が始まりま

す。市の中心部ではなく、子供たちの住む都会への転出が増えてきます。 
 加速度を付ける要素が一杯ありますね。 

 
   人の動き 
  人口    ２０．６６７人  （-39） 
   男      9.649 人  （-15） 
   女     １１０１８人 （-24） 
  世帯数   10.104 世帯 （ー21） 

 
 今月も、なくなられて氏名を公表された方では最も若いのが６９歳でお年寄りばか

りでした。 
 お誕生欄に名前が出たのは５人です。 
 田舎と言うのは人口面では日本の将来図みたいな物です。恐ろしい縮図ですね。 

 
 熊野駅伝大会 参加者募集 
  日時 ２００９年 １月１１日 （日） 11：00 スタート 
  場所  JR 熊野市駅を発着点に市街地 11Km 
  部門 一般男子（高校・高専を含む） 中学生男子 一般女子（中高生を含む） 

小学生 
  チーム編成 ４人 但し小学生は６人 一組 
  参加資格 おおむね小学４年生以上で健康に十分配慮すること。高校・高専以下

のチームは指導者の許可を得ること 
  参加費 運営協力費として３０００円、高校・高専以下のチームは１０００円 
  募集期限 １２月１２日 
 問い合わせは 
  熊野市駅伝実行委員会 0597-85-2085 です。 
 大層な駅伝ではなく平均３Km 弱のお遊び駅伝で、火葬して走るチームもあるもの

です。 
 市報が配られてすぐに締め切りが来ます。 
 まだ間に合いますから、初春の熊野市内を走ってみませんか？ 



 
  

 
Tags:熊野市 石畳 モノクロ            by je2luz | 2008-12-08 11:45 

 

 

 

 

 

2008 年  12 月  09 日  

熊野の旅 半世紀 増えたもの、減ったもの  

 熊野市を見渡すと。この半世紀ほどの間に随分色んな物が変わりました。 
 人工物は当然どんどん変わって当たり前ですが、自然？のものも随分変わっていま

す。 

  
 一番目立つのは、人間の数、子供の数ですね。 
 ３万人居たから『市』に成れたのに、発足当時には入っていなかった紀和町を併合

しても、今ではようやく２万人です。1/3 減ると目立ちますね。 



 子供の数は半分なんて物じゃないでしょう。 
 ５クラスあった木本小学校などは、昔式に言えば複式学級に落とされかねない、一

学年２０人ほどです。日本中の田舎がこんな様子でしょうね。 

 
 減ったものは、田畑もですね。 
 山際、ずっと段々畑などがあったところは全部荒地か植林された山林になっていま

す。山すそや中腹にあり、そこそこ日当たりも見晴らしも良かった家が、すっかり埋

もれてしまいましたね。人が居ても居なくても、遠くから見ると廃墟みたいなのが増

えてきました。 
 人が住みついて以来、先祖代々、営々として開墾を続けて広げてきた人間のテリト

リーが一気に狭められてしまいました。 

 
 増えてきたもの… 
 農地が減って、荒れた野山が増え、テリトリーがうんと人里に迫ってきたからでし

ょうか、『タヌキ』はものすごく増えましたね。 
 雑食性なので、人間が一杯食べ残して捨てるようになったのも増える原因なのでし

ょう。一時期は減っていた東京のタヌキまで増えているようですからね。 
 まあ、タヌキは人間と同居する動物としてはさほど悪い方ではないでしょう。 
 良く似た格好の物で、『アライグマ』が増えています。 
 こいつは半世紀前には動物園にしか居ない代物だったのですが、ペットにするよう

になってから全国的に逃げ出したやつが野生化して増え続けていますね。 
 外来種は田舎のほうが遅く現れるのですが、アライグマはもうこの辺にもやってき

て増え始めたようです。タヌキと違い、壁でもよじ登って天井裏にでも住み着くし、

凶暴ですから厄介なやつです。 

 
 うんと増えた動物には、『猫』と『犬』も入りますね。 
 昔から、田舎では結構犬や猫は居ました。その猫や犬は自由に歩き回っていました。 
 最近では、『犬は繋いで飼いましょう』と言うことで、みんな鎖につながれていま

す。 
 猫も、家から出してもらえず、たらふく美味しくて栄養たっぷりの餌を貰うのでね

ずみなどには振り向きもしません。 
 ねずみを見たら逃げる猫まで居るそうですからね。 
 こうして、人間の周りで働いてきた犬や猫から仕事を取り上げたので、獣にとって

人里も歩きよくなったでしょう。 
 一番の敵は『自動車』と言うどでかい凶暴な足の速い、目玉の光るやつなのでしょ

うね、 
 田舎では、その自動車もどんどん減り始めましたからね。 
 夜中に走るような年齢の人が居なくなって、７時のニュースが終わったら寝るよう

な種族が 1/3 ほどに増えていますからね。 
 里や町に出てくる動物にはありがたいことでしょう。 



 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ  鳥越峠・飛鳥   by je2luz | 2008-12-09 12:21 

 

 

 

 

2008 年  12 月  10 日  

熊野の旅 紀州路 冬の花 アロエ  

 

 この花が咲く季節になりました。 
 『アロエ』の花です。 
 紀州の海岸線などの暖地では放って置いても育つし、昔から『医者要らず』と呼ば

れるくらい薬効があるので、あちこちの庭で植えられています。 



 『やけど』や『切り傷』の外傷にはこの葉っぱをポンと割って中のゼリー状の面を

押し当てておきます。 
 直すと言うより、少しの殺菌作用と外気との遮断作用が役に立つようですが、私が

子供の頃には何かと言うと『医者要らず』が出てきました。 
 ただ。私が遊びまわっていたのは一山越えた、飛鳥なので、この『アロエ』の無い

地域です。 
 たった一山、境の山も低い所だと４００m ほど、集落の標高３００m なのに、海

岸線では増える一方なのに山間部では鉢植えにして縁側に入れておいても冬には溶

けてしまうのです。 
 この辺はハワイの裏側がチベットのような所です。 

 
 実に妖艶できれいな花なのですが、木本の人の目には殆んどとまらないのです。 
 昔から、あまりにもありふれた風景ですからね。 
 おまけに、花壇に植えたり、庭のメインになったりするのではなく、邪魔にならな

い所に追い足られている物ですからそうなります。ものすごく丈夫で切り倒した枝を

転がしておくと、そこで根付いてしまいます。 
 この枝も、二ヶ月ほど前に切り取って軒下の隅っこに投げ出してあるのもから出て

きたものです。 
 雨も掛からない所ですが、自分の葉っぱに蓄えた水分で生き延び、根っこも出始め

ていますし、古枝にしかない花芽を作っていたものだと、ちゃんと花を咲かせます。 
 増やすには、こうして干し上げて根っこを出させてから植えるのが作法なのです。 
 こんなでかい枝では小さな鉢に納まらないので鉢植え用は小さな枝を切り取って

使いますが・・・ 

 
 紀州路を国道４２号線沿いに南下すると、新宮、勝浦、串本、すさみ。日置川…何

処まで行っても田舎の家の庭の片隅などにアロエがあり、放りっ放しで古い枝があり

ますから、この季節にはこの花が咲いているものです。 
 当たり前すぎて目に留まらない熊野地の冬の花です。 

 
 そうそう、アロエをお茶にしたり、ゼリー状のところをサラダにしたり…粉末にし

て飲んだり…そんなことは昔はしませんでしたね。 
 なんだか、健康ブームとかで一時期は流行っていましたけどね。 
 もう、そんなことする人も少なくなったので、又、昔のように隅っこで静かに花を

咲かせていると思います。 

  
Tags:熊野古道 昭和 国道４２号線            by je2luz | 2008-12-10 12:25 

 
 
 



2008 年  12 月  11 日  

熊野の旅 主役 移送販売車  

 熊野市を代表する主役は『さんまの丸干し』のようです。 

 
 最近、『熊野古道』が新聞紙上に出ることがほとんど無くなりました。 全国版は

もちろん、三重県版にも殆んど出ません。話題性がなくなったのでしょうね。 

 
 今日の朝日新聞の一面に小さな目な記事ですが、写真入で・・・ 
 『秋の味覚 冬も健在』 と言う見出しで、サンマの丸干しが登場しました。 
 この辺の朝日新聞は大阪本社発行で夕刊無しの総合版です。 
 新聞記事で、中々一面には出られないものです。 
 いい事でも悪い事でも中々出られない一面に載ったと言うことは、やはり熊野市の

代表は『サンマ丸干し』なのでしょうね。 

 

 これはつい先ほどの写真です。 
 近所の干物製造所の前で、移動販売の車が『サンマ丸干し』を仕入れに来ている風

景です。 
 そんなにたくさんのお客さんが居るはずは無いのですが、仕入れる丸干しの量は結

構多いです。発泡スチロールのトロ箱に山盛り仕入れて行きます。 
 おそらく、このトラックは山間部に向かうのでしょう。そして、山間部ではこの移

動販売のトラックを楽しみに待っているお年寄りが居るのでしょうね。 

 
 今から３０年位前には、こうした移動販売車が沢山ありました。 
 朝にはこうした魚を卸す店の前には何台も列を作っていたものです。 
 そして、山間部でも海岸線でも、その車が選んだテーマソングをスピーカーで流し

ながら走り回っていました。 
 私が居た飛鳥町の製材所の辺りでも、『おーい、船方さーーん、船方さーんよ・・・』



と言うのと、『かわいい かわいい さかなやさん・・・』と言うのと二台が競争で

回っていました。 
 小さな 1 トン車に、刺身から干物までの魚、野菜、パンやお菓子、調味料、うどん、

乾物、洗剤…スーパー並に積んでいました。 
 頼まれたのもは仕入れて届けます。実に便利なお店です。 
 店が小さいだけに、品物は限定されますが、その分、『旬の物』『安値の物』を仕入

れてきますから、結構メニューを変えられる物なのです。 

 
 そして、その頃から。山間部などの過疎化と老齢化が加速しました。移動販売をし

ていた働き盛りの人たちも、どんどん年をとって行きました。先行き楽しみな職業で

もないので、後継者も居ません。 
 一人廃業すれば、ものすごく広い範囲で困る人も出るので、そうした移動販売の人

も、体力が続く限り頑張ってくれていましたが、限界はあります。いまでは、定期的

に回る車はほとんどなくなりました。 
 つまり、山間部などの集落では『おかず』も手に入らなくなったのです。 

 
 最近、この中心部のスーパーで山間部のお年寄りのグループが買い物をしている光

景を時々見かけます。 
 この人達の足になっているのがその集落の男の人です。 
 自家用車に載せてやってくるのですが… その車には、全部『枯葉マーク』が付い

ています。 
 その『枯葉マークドライバー』も一人欠け二人欠け… 

 
 『サンマの丸干し』すら手に入らなくなった所では人間は暮らしてゆけません。 
 つまり…『限界集落』の限界を超してしまうのです。 
 しかし、如何ともし難いことですね。 

 
 先日も、バス路線とかの維持について評論家の方が、『病院の送迎車やスクールバ

スを活用すれば十分維持できるはず…』などと、田舎を全く知らない発言を、したり

顔で話していましたが、そんなものなどあるはずもなし… 
 もうすぐ、半数が年金生活に入る田舎では、送迎の車の維持費すら出せない人ばか

りになってきます。何しろ、田舎では国民年金の人が殆んどですからね。 
 かといって、実費を集めたら違法で捕まるでしょうしね。 
 まあ、そうした心配をしているうちに、集落が消えて解決するのでしょう。 

  
Tags:熊野市 熊野の味 昭和      by je2luz | 2008-12-11 11:52 



2008 年  12 月  12 日  

熊野の旅 食習慣 海と山  

 『魚は山で買え』と言う言葉があります。 
 川魚の話ではありません。海で捕れる魚のことです。 
 一山越えた辺りで買うと、魚が安くておいしいと言うことなのですが、この言葉は

今では死語ですね。 
 昔、飛鳥などの山間部へ、新鹿や泊の魚売りが山越えで行商に来ていた時代の話で

す。 
 市場を通さないで漁師から買った魚を運んできました。今流に言うと、生産者直売

みたいな物ですね。 
 定期的にお得意さんを回って、全部売り切って帰る行商ですから、新しいし、何し

ろ徒歩ですから交通費は要らないし、店が無いので経費も安いですから、魚も結構安

かったのでしょう。だから、こんな言葉が出来たのかと思います。 

 
 いくら『魚は山で買え』なんて言っても、海からの距離が遠くなってしまうと、ま

ともな肴が届かなくなりました。 
 京都へは若狭から『鯖街道』が延びていて、新鮮な鯖が届いたといいますが、やは

り基本的には『しめ鯖』などで食べて居たようですね。 
 この辺一帯で、一番好まれる魚、『しび』（まぐろ）は比較的痛みの遅い魚ですが、

奈良県の吉野郡に届くのは殆んど『塩シビ』でした。 
 冷蔵設備の無い時代ではこうするしかなかったのでしょうね。 
 当然、食べ方が変わってしまいます。 
 刺身で食べるにしても、『酢』を使います。 
 もう一つは、ご飯に載せて『お茶漬け』になります。 
 北山の人は、『美味しい…』といって食べていましたが、熊野の人間からすると決

して美味しい物ではありませんでした。 
 塩をしていない、新しいシビを届けても、酢を掛けたり、無条件でお茶漬けにした

り… 
 もったいないような食べ方をしていましたが、それでも、『やっぱり、新しいシビ

は美味しい！』と喜んでいました。 
 これが、土地土地の食習慣って物です。 

 
 そうそう… 
 昨日書いた『サンマの丸干し』ですが、普通は片側二匹ずつ振り分け荷物風に４匹

一まとめに紐で縛り、吊るして乾かします。 
 売るときも、そのまま吊るして売っているものが多いです。平に置いてあっても紐

でくくられたままの場合が殆んどです。 
 つまり、『サンマの丸干し』と言うものは『４本セット』なのです。 
 少なくともシーズン中は『４匹セット』で売っているのが殆んどです。、 
 だから、買うときは最低４匹買うのです。 
 昔は一人半分、とか 1/3 とかで我慢していたのですが、世の中が少し楽になってか



らは、目の前にあれば食べちゃいますから、この辺では一杯出てきます。 
 小魚の類も、大体たくさん出てきますね。 
 都会のように『あじ１匹』なんて出し方はしませんね。 
 上品ではありませんね。 
 これも、この辺の食習慣になっています。 
 でも、旅館などで出るときは都会の人に合わせて、大き目のを一匹出しているよう

です。つまり、熊野へ来て、同じような物は食べるけど、ちょいと違うということで

す。 
 これは、何処の郷土料理でも、家庭と料理屋が違うのと同じことですね。 
 たとえ、『郷土料理』を看板に出していても…なのです。 
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2008 年  12 月  13 日  

熊野の旅 断層発見？・・・今更・・・  

 新聞によりますと、この熊野市から新宮市までの 20Km ほどの間に、断層らしき

物を発見した…活断層かどうかまだ不明…とあります。 
 ちょうど、七里御浜と平行に山の部分にあるとか… 
 伊勢市以南で活断層は発見されていない…のだそうです。 
 信じられませんね。 
 断層が無いのではなく、調べていないだけのはずなのですがね。 
 熊野川町から神川町などに掛けては小さな地震がよくある場所です。 
 地元の記録でも、津波を伴う海中地震の東南海地震の他にも結構地震被害の記録が



あります。 
 地質的にもものすごく複雑に変化していますし断層の一つや二つ無い方がおかし

いですよね。 
 ヒビだらけの日本列島ですからね。 

 
 この紀伊半島ではかつて、尾鷲測候所と潮岬測候所があり、気象の方では最前線と

して活躍していました。 
 地震に関しても測候所の職員が監視していました。 
 地震の観測が機械化されてきて、地震計が全国に配備されてきた時にもこの二箇所

には当然配備されましたが、その間の数十キロは長い間空白地帯でした。 
 だから、少し前までは結構ゆれても地震は無いことになっていました。 

 
 何事でもこの紀伊半島南部は置き去りにされます。 
 太平洋戦争中も日本軍の防衛線は作られませんでした。 
 列島改造論のときも手を付けられませんでした。 
 バブルの時もディベロッパーなんて来ませんでした。 
 近代になってここへ来たのは、熊野川総合開発の『ダム群』、来ようとしたのは、『原

子力発電所』だけです。 
 無事に原発は追い出せたので、こうして、静かに神々と共に過ごせます。 
 どんどん静かになって、あと１００年もすると、人より神様の方が多くなるかもし

れません。 

 



 本格的な冬がやってきても、熊野古道・伊勢道・浜街道は暖かなので、散策の人は

上着を脱いでいることが多いですね。 
 松本峠から花の窟神社へ…我が家の前を歩く人がみんな元気なのは、熊野古道の中

で一番易しいコースだからなのでしょうね。 
 それにしても… 
 せっかく造った石畳の本町筋ではなく国道を歩く人が多いです。 
 案内人の付いたグループは本町を歩いていますけどね。 
 もし、ここにこられるなら、本町を歩いてください。 
 国道よりは少しいい感じの町並みですからね。 
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2008 年  12 月  14 日  

熊野の旅 光る海 冬の熊野灘  

 日本列島は真ん中に背骨のように高い山が走ってています。 
 そのため、山をはさんで、気候や天候が随分違います。 
 おまけに、この列島は南北に長いのでそれによる差も出てきます。 
 夏場などはものすごく広範囲を覆う太平洋高気圧の影響下にあるので、この差もそ

んなに大きく無いのですが、冬になるとものすごい差が出ます。 
 この差からでしょうね、太平洋側を『表日本』、日本海側を『裏日本』と呼んでき

ました。中国地方では『山陽』と『山陰』ですね。 
 日本海側のイメージが余りよくないですね。 
 考えてみれば、太古の昔から、日本の玄関口は北九州から出雲、若狭ですよね。 
 太平洋側のほうが裏口だったのですがねえ… 

 
 そんなことはさておき、冬の海は日本海と太平洋、ことに大陸からの寒気と日本海

からの雪雲を二段構えの山の群れでさえぎっている紀州の熊野灘では随分様相が違

います。 
 元々、紀州の海『黒潮』が目の前に流れているので日本海に比べ黒っぽいのです。

『群青色』と言うやつでしょうね。 
 この色は大雨の後で淡水が混じって白っぽくなるときを除いて一定です。 
 日本海は、夏場は明るい色をしているのに、冬場になると空の色をうつして灰色や

真っ黒に変わりますね。 
 その季節、こちらでは晴天続きで波も静かな日が続きます。夏の海よりずっと静か

です。 

 
 冬は太陽の位置が低くなります。夏よりは南に寄った空をとおって行きます。 



 そのため、この辺りから見ると海の上に掛かる時間が多くなります。 
 海がその光を反射してキラキラ光って見えるのもこの時期です。 
 夏場だと５時とか６時に日が昇って、天高く登ってしまうのですが、冬は行動を起

す時間でもそんなに日は高くないですから、朝日が海を照らすのを見る機会も増える

でしょう。 
 秋ー冬ー春の間は朝日は海から昇ります。その時期の日の出の海はものすごくきれ

いです。 
 水平線がどんどん明るくなって、サーーッと光の筋が海面を走ります。 
 水平線に雲のあるときは、その雲が赤黒くなり、段々オレンジに変わってその上に

顔を出します。 
 結構感動的な物ですよ。 
 ただ… 
 私の家からだと毎日のことで、二階の子供部屋から見られるのですが、見に行くこ

とも無いですね。その部屋で育った子供も、果たして何回見たことやら… 
 この季節に熊野にこられたら、この光る海をご覧になれると思います。 
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2008 年  12 月  15 日  

熊野の旅 昔の食べ物 サンマのすき焼き   

 食べ物は時代と共に段々変わってきます。 
 私一代の間でも随分変わりました。 
 戦時中のことは知りませんが、それに続く戦後の食料不足と日本が貧乏だった時代

は記憶にあります。 
 『欠食児童』などと言う言葉があった時代です。 
 子供の肥満なんて、心配しなくて良いくらいの時代でした。 
 少し小太りの子が『健康優良児』なんて表彰された時代です。 

 
 元々、肉も食らっていたはずの日本人が知らない間に江戸時代頃に、四足は食べち

ゃあいけないなんて話に変わって居たようですね。 
 もっとも、そんなことを言いながら、猪や鹿、タヌキ、兎などを獲って食べていた

ようですが… 
 人間、腹がへりゃあ目の前の食い物をあきらめるはずは無いですよね。 
 皇居のお堀の鯉まで内緒で獲って食った人も居るようですから、猪を獲って皮だけ

採って身を捨てるなんてありえませんよね。 

 
 まあ、そんなことはさておき、戦後になってもしばらくは日本中食料不足が続きま

したから、今とは随分違う食生活でした。 
 もっとも、そんな時代でもお肉だろうとケーキだろうと腹いっぱい食べて居た層は

あるのですが、押しなべて庶民はそんなものからは縁遠かったものです。 

 
 そんな時代の冬… 
 やっぱり、鍋は食べたい… 
 でも、牛もない、豚も無い… 
 たまに家で飼っているニワトリが卵を産まなくなった『ババ鶏』になったのを締め

て食べるなんてのが贅沢の一つでした。 
 『ババ鶏』ですから、ものすごく硬いです。 
 地鶏は風味があるといいますが、風味を通り越した臭いもあります。 
 真黄色な脂があってぎらぎらします。子供の私は苦手でした。 
 猟師さんから猪や鹿の肉をもらった時もすき焼き風の鍋になりましたね。 
 それも年に一回くらいです。 

 
 ニワトリ・カシワも猪も無い時にでも鍋をしたい…すき焼きも食べたい… 
 この辺ではタラなんて魚は捕れません。 
 そこで使われていたのが『サンマ』です。 
 サンマを 3cm ほどのぶつ切りにしたものを使ってすき焼き風に仕立てます。 
 サンマを食べつくす地方だからなのかもしれませんが、およそ、すき焼きの主役に

ならないような『サンマ』が主役？なのです。 
 『関西風すき焼き』の勢力範囲ですから、すき焼きは肉を炒めてから味付けをする

地域ですが、『サンマ』はそんなこと出来ませんから、『サンマのすき焼き』は改良関



東風です。 
 濃く味付けした汁にサンマを入れて行きます。 
 そもそも、肉であっても『関東風すき焼き』は美味しくないのに、主役が『サンマ』

ですからねえ… 
 食べた覚えはあるのですが、『美味しくなかった…』と言う記憶しかないですね。 
 いつでも復活させられますが、あえて作ってみようとも思いません。 
 カロリーも低いでしょうし DHA?とかもあるでしょうし・・・ 
 どうですか？一度試しに造られては？ 
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